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方針

社会的・環境的に成功した例としての
オリンピック大会を届ける

堅牢で永続性のある社会的・環境的な
成果を構築する

環境に責任を負い、
持続可能な解決策を届ける大会にする

地域の成長とアピールを
後押しする大会にする

全ての人に機会が
開かれている大会にする

スポーツを通じて健康・教育・市民参加の向
上を図る

スポーツを通じてインクルージョン・平等・結束
を向上する

環境配慮型社会への変換を促す

出典:Sustainability And Legacy Report August 2021

パリオリンピック2024では、社会的課題・環境的課題に対して二つの方針を建てている。その誓約を基にそれぞれ3つの詳細化された戦略を立案し大
会方針に反映している。資源循環に関連する項目は黄色で示している。次のページから詳細を説明する。

https://medias.paris2024.org/uploads/2022/01/PARIS-2024-210831-Rapport-Durabilite-et-Heritage-VENG_compressed.pdf
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対策

パリオリンピック・パラリンピック2024では、環境に配慮するための取り組みが開催前から設定されている。

大会会場の建物
再生可能エネルギー
由来の電気を使用

クリーンな輸送と
ソフトモビリティの推進

次世代への啓蒙
食品廃棄物と使い捨て
プラスチックの制限

約95％の建物を既に存
在するもの or 仮説会
場にすることで建築中の
二酸化炭素排出を削

減する。

オリンピック・パラリンピック
会場で使用する電気を
すべて再生可能エネル
ギー由来にする

自転車・公共交通機
関・地下鉄・高速鉄道
の使用を推奨。全ての
会場は公共交通機関で
アクセス可能にする。また、
2024年に交通制限区
域を設け、車の交通量

を減らす。

将来開催される他のイベ
ントのモデルとなる大会に
するため、セーヌ川の水
質管理やサーキュラエコノ
ミー・生物多様性の保全
に関するイニシアチブに取

り組む

持続可能なケータリング・
責任ある調達、地産地
消に取り組む。また、プラ
スチックに関しては、給水
機やカップの配布、先進
的なリサイクルシステムの
導入に取り組む。

出典:Sustainability And Legacy Report August 2021

: How will the Paris 2024 Games be the greenest in history?, Explore France

https://medias.paris2024.org/uploads/2022/01/PARIS-2024-210831-Rapport-Durabilite-et-Heritage-VENG_compressed.pdf
https://www.france.fr/en/news/list/paris-2024-sustainable-olympic-games
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先進的な事例

5つのカテゴリに関する
意思決定ツールの導入

全ての会場で、本大会が生物多様性・景観・
環境の健全性・カーボンフットプリント・サーキュ
ラエコノミーを評価するツール導入。
希少種を保全するために射撃場の範囲を縮
小する等の環境保全に貢献。

大会で使用する全てのマテリアル
フットプリントを評価

２０２４年開催までの準備期間や運営中に
発生した製品・素材・廃棄物等のフットプリント
を同定して、資源利用をクリアにする。

廃棄物ゼロのポリシー

ステークホルダーと準備するアクションプランを設
定し、より詳細な指標を
大会側が提示する。

出典:Sustainability And Legacy Report August 2021

https://medias.paris2024.org/uploads/2022/01/PARIS-2024-210831-Rapport-Durabilite-et-Heritage-VENG_compressed.pdf
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カテゴリー別取組の詳細

取組事例

建物等のリユース • 約95％の建物を既に存在するもの or 仮設会場にすることで建築中の二酸化炭素排出を削減する

建材・什器・備品のリユース、処分方法

• 全マテリアルフットプリントの記録
• 地域とのリユースに関する仕組みを作っておく
• 廃棄物の再利用と処理物処理プロセスを予測しておく
• エコデザインの家具を使用し、どのように再利用・再配置・寄付するか解決策を同定しておく
• 市が協力するスポーツ用品のリユースセンターを活用する

食品ロス削減・再配布

• 注文と在庫の最適化
• 余った食品を値引きして販売したり、売れ残った製品を地元の組織に再配布する
• 生分解性の廃棄物を集めてメタンガス発酵や堆肥化を実施する
• ケータリングやスタッフにコミュニケーションと気付きを提供

マイボトル・給水機 • プラスチックボトルを使わず、給水機を使う。

プラスチックの利用度合
• ケータリングにおいて使い捨てプラスチックボトル・食器の使用ゼロ
• WWFとパリ市が実施している、行動学を基にしたプラスチックボトル使用の行動変容による削減プログラム

食器等の運用
• 使い捨て食器を使用しない
• 持ち帰り用のリユース可能な食品容器にはデポジット制度を用いる。
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